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Abstract
   Lowering the national voting age to 18 requires young people in Japan 
to determine political matters at an early age. This study presents an 
educational model for social studies in order to develop the ability for 
social participation. In general, educational models aimed at cultivating 
the ability to participate in society contain elements of “participation, 
experience and interactivity.” These are, however, features of the teach- 
ing method. The criteria to be used to select the educational content have 
not yet been revealed.
   In this study, I suggest that social-studies teachers present the role of 
administration by focusing on the relationship between a local govern-
ment and residents. The subject matter is ‘CHIBA Repo,’ which is an 
application program on the Internet for community development by the 
citizens of Chiba City. People who have registered as reporters live in 
Chiba City, and travel to workplaces or to schools therein. They have to 
submit information, such as comments about defects with respect to 
public facilities and problems that happen in their daily lives, as well as 
photos germane to the complaints. The city should be  improved by the 
opinions of its citizens. The lessons provide students with opportunities 
to take part in CHIBA Repo. This study analyzes the outcomes of the 
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　2016 年 7 月 10 日に行われた参議院議員選挙から 18 歳選挙権がスター
トした
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以来のレポート総数は 3,217 件に及び、うち対応済は 2,966 件、対応中は













深い。参加登録者は 80％が男性を占め、その男性全体の 76％は 30 代から
50 代の男性である（全体の 60％にあたる）。彼らの 9割は会社員や公務員
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図 2　レポート内容の内訳および対応状況












































































































































































































































































































































1 ）　18 歳選挙権は、2015 年 6 月 17 日に成立した公職選挙法の一部改正の施行
による。
2）　朝日新聞 2015 年 6 月 18 日付朝刊。
3）　総務省選挙部「第 24 回参議院議員通常選挙における年齢別投票状況（抽出
調査）」2016 年 9 月。http://www.soumu.go.jp/main_content/000440530.pdf 
2016 年 9 月 28 日アクセス。18 歳の投票率が 51.17％に対して、19 歳では























































票率が 54.70％のなかで、とくに投票率が高い 70 代前半の 73.67％に比べその















術大会第 4分科会発表資料、2016 年 9 月 4 日。
7）　文部科学省HP参照。http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shukensha/ 






















2012 年 8 月 24 日、p.37。
14）　『司法制度改革審議会意見書 　 21 世紀の日本を支える司法制度』司法制
度改革審議会、2001 年 6 月 12 日。
15）　ちばレポ専用サイトHP。http://chibarepo.force.com/　2016 年 10 月 14 日
アクセス。
16）　千葉市HP広聴課（ちばレポ）「数字の話、しちゃいます！ vol.1」より引用、
2016 年 10 月 14 日アクセス。
17）　千葉市のみどりのデータ「千葉市の都市公園」（2015 年 3 月 31 日現在）、








20）　「世界 ICTカンファレンス 2014 　 持続的成長を支える ICTイノベーショ
ン」日本経済新聞、2014 年 8 月 27 日付朝刊、30 面－33 面、全面広告記事。
21）　本実践は、地方自治の学習に位置づけて展開しているが、特設単元として
独立した授業展開が可能であると考えている。
22）　ちばレポサイト上での正式名称は「“こまった（>o<）”レポート」という。
様々な問題点や不具合を報告するためのレポートである。現在、ちばレポで
はこのほかに「テーマレポート」（市や外部から募集されたテーマで行うレポ
ート。例、千葉市のおすすめスポット等）と「かいけつレポート」（まちで発
見した課題を自主的に解決したことを報告するレポート）の全部で 3種類が
ある。
23）　実際の授業では、授業時間の都合上、生徒が直接投稿するのではなく、配
布したワークシートに「困ったレポート」のタイトルと内容を記入させた。
それを授業後に回収し、教師が全員分のレポートをちばレポサイトに投稿した。
次の授業では、アップされた各自のレポートを確認するところから始めている。
